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保 護 者 の 皆 様 へ 

茨木市立東奈良小学校 

校 長  安永 香里 

 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対応について 

 

 日頃は本校の教育に多大なご厚情を賜り、まことにありがとうございます。 

 標記につきまして、12 月 3 日に大阪モデルのレッドステージへの移行が決定されて以降、本校においては、感

染症対策について改めて徹底するとともに、特定のリスクの高い活動については制限した上で教育活動を進めて

まいりましたが、1 月 13 日に国において大阪府全域を、1 月 14 日から 2 月 7 日まで、新型インフルエンザ等対

策特別措置法に基づく「緊急事態措置を実施すべき区域」に追加することが決定されました。そのことを受け、

1 月 14 日に茨木市の地域感染レベルについてはレベル２から「レベル３」に引き上げられることが決定され、学

校における「新しい生活様式」を踏まえた行動基準についても下記の通り変更する旨通知されました。 

 本校においても、その通知を受け、感染拡大防止対策を再度徹底しながら教育活動を行ってまいります。保護

者のみなさまにおかれましても、ご理解・ご協力くださいますようお願い申し上げます。 

 

記 

１．「新しい生活様式」を踏まえた学校の行動基準 

変更前（令和２年１２月２１日時点） 

地域の感染レベル 身体的距離の確保
部活動

（自由意思の活動）

レベル３
できるだけ２ｍ程度

（最低１ｍ）

個人や少人数での感染リスクの低い

活動で、短時間での活動に限定

レベル２
１ｍを目安に学級内で

最大限の間隔を取ること

収

束

局

面

感染リスク

の低い活動

から徐々に

実施

拡

大

局

面

感染リスク

の高い活動

を停止

感染リスクの低い活動から徐々に実

施し、教職員等が活動状況の確認を

徹底

レベル１
１ｍを目安に学級内で

最大限の間隔を取ること
十分な感染対策を行った上で実施

感染リスクの高い教科活動

行わない

適切な感染対策を行った上で実施

 

変更後（令和３年１月１４日～２月７日） 

地域の感染レベル 身体的距離の確保
部活動

（自由意思の活動）

レベル３
できるだけ２ｍ程度

（最低１ｍ）

個人や少人数での感染リスクの低い

活動で、短時間での活動に限定

レベル２
１ｍを目安に学級内で

最大限の間隔を取ること

収

束

局

面

感染リスク

の低い活動

から徐々に

実施

拡

大

局

面

感染リスク

の高い活動

を停止

感染リスクの低い活動から徐々に実

施し、教職員等が活動状況の確認を

徹底

レベル１
１ｍを目安に学級内で

最大限の間隔を取ること
十分な感染対策を行った上で実施

感染リスクの高い教科活動

行わない

適切な感染対策を行った上で実施

 

 



２．各教科の活動において、新型コロナウイルス感染症対策として、飛沫感染と接触感染を防ぐために下記の具

体例に示された対策等を行う。また、常時マスクを着用することを徹底する。 

各教科共通

マスクを常時着用の上、

●グループ活動は行わない。

●近距離で一斉に大きな声を出す活動は行わない。

理科 ●グループ（班）での実験観察は行わない。

音楽

●合唱を行う場合は、マスク着用で児童の距離を前後左右とも２ｍ（最低１ｍ）とる。

●合唱を行う場合、立っている児童と座っている児童が混在しないようにする。

●連続した練習時間はできるだけ短くし、換気を徹底する。

●リコーダーや鍵盤ハーモニカなどのマスクを外す楽器演奏は行わない。

図工
●児童が近距離で活動する共同制作等は行わない。

●同じ材料や用具を共有する活動は行わない。

家庭科 ●調理実習は行わない。

外国語

外国語活動

●児童が近距離でのペアやグループで行う

　コミュニケーション活動は行わない。

体育

●基本的にマスク着用（マスクを外すときは十分な距離を空ける）。

●可能な限り屋外で実施する。屋内で実施する場合は、特に呼気が激しくなる運動は避ける。

●組み合ったり接触したりする運動は行わない（ペアでの準備体操など）。

●集団で行う活動は避け、なるべく個人で行う活動とし、特定の少人数（２～３人程度）での

　活動（球技におけるパスやシュート）を実施する際は十分距離を空ける。

その他 ●休み時間もマスクを着用する。

自席での身体的な距離を確保したペア

活動は可

感染対策を実施したうえで、理科室で

の授業は可

自席での身体的な距離を確保したペア

活動は可

 

３．以下の感染症対策について、児童だけではなく教職員も改めて徹底する。 

①基本的な感染症対策の徹底 

・マスクの着用  ・手洗い、うがい  ・適切な換気 

②健康観察の徹底 

③給食指導において手洗いの徹底や飛沫感染の防止に努める。 

４．その他 

● 体調不良や風邪の症状が見られる場合は、無理をして登校させずためらわずに欠席・自宅で休養し、医療

機関を受診してください。 

● 感染症に対する不安を児童が感じている場合は遠慮なく学校までご相談ください。 

● 児童及び保護者の方が、濃厚接触者と特定される可能性がある・PCR 検査を受検するなどの場合は、速や

かに学校までご連絡ください。休日で管理人が電話対応をした場合は、緊急連絡であることと連絡先のみ

を管理人にお伝えください。校長等より改めてご連絡いたします。 

● 感染症については、「正しく恐れ、対策する」ことが大切です。感染に関する情報は「要配慮個人情報」で

あり、不当な差別や偏見・いじめなどは絶対にあってはならないことです。不確かな情報やうわさなどに

惑わされたり風評被害が生じたりすることは人権侵害等に繋がることもございます。学校でも児童にその

ようなことがないよう指導いたしますが、ご家庭や地域で見聞きした時にはご家庭でもお子様にご指導く

ださい。よろしくお願いいたします。  

● 2 月に実施を予定していた授業参観及び懇談会は中止いたします。 

以上 


